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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

低次元量子系の基底状態磁気秩序相図を探索するた

めの数値計算手法の開発は、実験的に捕らえられる

物質の磁気秩序を理解するうえで重要である。本研

究では行列積状態とその拡張となるテンソルネット

ワーク状態の最適化手法を開発し、それらの低次元

量子系への適用と未知の相図の決定を目的とする。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

擬一次元銅酸化物フラストレート磁性体の１つであ

る Rb2Cu2Mo3O12のミニマル模型として考えられる

「フラストレート交替のあるＳ＝１／２ジグザグ

鎖」におけるスピンギャップ相付近のベクトルカイ

ラル秩序の交替強度に対する振る舞いを議論する。

そのために、スピン相関、ダイマー秩序変数、スト

リング相関、ベクトルカイラル相関を計算する。計

算方法は行列積状態を利用した変分法である密度行

列繰り込み群を採用する。 

 

３． 結果とまとめ 

非常に弱い交替を導入することで、交替の無い模型

において広いパラメータ空間で存在したベクトルカ

イラル秩序が大きく抑制され、系の相互作用が当方

的な領域で Haldane-dimer 秩序が、XXZ異方性を

強くすることにより even-parity dimer 秩序が発現

することを確認した。 

 

４． 今後の計画・展望 

実験で観測されている Rb2Cu2Mo3O12の磁場に対す

る磁気秩序の振る舞いを説明するモデルの提案と解

析を行うことが肝要である。基本的には密度行列繰

り込み群による相関関数の解析を従来通り行う予定

である。必要に応じて、行列積状態を一般化したテ

ンソルネットワーク状態を領した変分法を開発し、

本模型の解析に利用する。 
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